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大学のグループの実験では、マウスに長短の MWCNT などの試料を投与したところ、CNT が引き起
こす障害にはその長さが関係している可能性が高いことが判明した。
トピックス 3　カ ボーンナノチュー ブの長さと健康障害との関係
　カーボンナノチューブ (CNT) はグラファイトの
層（グラフェン）が管状に形成された物質であり、


















の腹腔の中皮に、長短各 2 種の MWCNT、長短 2
種のアモサイト、そしてカーボンブラックを各々
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㐳䈇❫⛽⁁短いあるいは
絡まった繊維状
（専門家ネットワーク　都河 龍一郎氏の投稿による）
され、また肉芽腫の形成が見られた。他方、短い
MWCNT と短いアモサイト、そしてカーボンブラ
ックでは、そのような障害は見られなかった。つ
まり、カーボンナノチューブが引き起こす障害に
は、その長さが関係する可能性が高いことが判明
した（図表）。研究グループは、マクロファージの
取り込み可能な長さと投与された試料の長さが関
係しているのではないかと考えている。
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